
6 転載





令和7年6月1日（年6回、4·6·8· l 0· 12·2月の1日発行）

［受動喫煙による歯周組織への影響4)、5)、7)、8) ] 

一般的に、小児・胎児に対する受動喫煙は、気管支喘息等の呼吸

器疾患、中耳疾患、胎児の発育異常、乳幼児突然死症候群、小児の

発育•発達と行動への影響、小

児癌、さらに、注藤欠陥多動性障

害等の危険因子となります。同時

に、受動喫煙により、歯周病、小

児のう蝕や歯肉メラニン色素沈

着のリスクが高くなることが報告

されています（図7)5) 、15-18)。

受動喫煙による歯肉のメラニ

ン色素沈着は、歯科医療従事者

や皆様にとって、お互いに、発見

しやすい、見やすい部位にあると

いう点が特徴です。

図7 受動喫煙（父親が喫煙者）に起因すると思
われる裾肉メラニン色系沈着患者の治療経過
a：矯正歯科初診時（10歳女児）、b：矯正治
療後(23歳）、歯肉の形態修正を依頼され、
紹介、c：歯周外科手術（小帯切除、歯肉切
除、整形、歯肉メラニン色素除去）後、歯肉
メラニン色素は、除去され、生理的な歯肉
形態となる、d：術後3年、受動楔煙の継続に
より、歯肉メラニン色素が再沈着

［歯周治療に対する禁煙の効果 ］ 
慢性歯周炎患者に対する非外科的歯周治療の禁煙の効果を評価

したシステマティックレビュ ーによると、禁煙により、非外科的歯周治
療後のPDの減少とCALの改善に有効で、歯周治療の予後によりよ
い効果があることが示唆されています2 0- 22) 。さらに、同システマ

ティックレビュ ー22)によると、禁煙することで、禁煙者の歯周炎発症

や進行のリスクは、非喫

煙者との臨床所見の有

意差はなくなり、同等と

なること、喫煙継続群と

比べ、禁煙により短期間

(12~24か月）であって

も、禁煙者ではCALが
0.2mm(95％信頼区閻（以

図8図5の症例の62歳時（禁煙22年後）の口腔内写真下、Clという）： ー0.32~0.08) とデンタルX線写真
獲得され、PDが0.32mm 歯周基本治療時、禁煙し、歯肉メラニン色素は消失、

(95%Cl:0.07~0.52)減少 は著しく改善されていました。
再評価後、歯周外科治療、矯正治療を行い、歯周組織

冨置
三ロ

することが示されていま

す（図8、9) 。日本におけ

る多施設前向き研究で

は、禁煙群と喫煙継続群

の 2群を、3か月後、6か

月後と評価し、喫煙継続

群では、歯周病所見には

改善がみら れ な か っ た

が、禁煙群では、歯周病 図9 58歳男性、喫煙（1日15木）を伴う喫煙関連歯周
所見の有意な改善が認 炎患者（ステージ皿、グレードB)の禁煙に伴う歯肉メラ
められたことが報告され ニン色素沈着の推移

a初診時の口腔内写真、b禁煙1年後、e：禁煙9年後、
ています23Jo d：禁煙20年後(78歳）

う蝕や歯周病、歯列不正などで訪れた歯科医院や病院歯科での
禁煙支援は、現時点では、皆様も、「歯科でまさか禁煙支援！」とは想

定していないだけに重要です。

たとえば、歯科医院を訪れた患者様が一人、歯科での祭煙支援が

きっかけで禁煙に成功したとします。もちろん、危険囚子となっていた

歯周病は改善され、口腔がんのリスクは減少し、味覚が正常となり、

楽しい食生活となるでしょう。しかし、それだけではありません。お口

（口腔）以外のすべての臓器も、同様に、危険因子がなくなることで、

いろいろな病気のリスクが減少します。さらに、同居する家族、友人、
職場、道ですれ違う不特定多数の人々等の受動喫煙、三次喫煙も

なくなり、たった一人の禁煙がもたらすものだけでも、計り知れない

メリットだらけです。いままで、お口（口腔）の病気の危険因子で、この
ような波及効果のあるものはありません。

タバコから「大切なひとだけでなく、その周囲を守る」ため、今後

も、なお一層、歯科からの禁煙支援を行います。

※画像や文字サイズが小さいのでご興味がある方はウェブサイト回菰怠はO
.1 

「歯とお口の健康情報」のデータを拡大してご確認をお願いい
たします。
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世界禁煙デーと日本歯科衛生±会禁煙推進宣言について

悶3�ば悶喜：保健機関(WHO)により定めら
塁

］
製魯

匝

「Wor|d No TobaccO Day:Unmaskingthe appea|J滋絡食』：

(WHO 2025) @ 

また、厚生労働省では毎年5月31日から6月6日 ゥ已闘ーイト

を「禁煙週問Jと定めています。 「禁煙推進宣言J

「受動喫煙のない社会をH指して
～私たちができることをみんなで考えよう～」（厚生労働省2025)

日本歯科衛生士会は、国際歯科衛生士連盟（IFDH)と連携し、
2006年10月11日、口腔と全身の健康を守るための r禁煙推進

宣言」を発表しています。

歯科衛生だより v口L． 日ヮ □ 3




